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「京銀ネクストファンド」第１号案件への投資について 

～お客さまの事業承継課題を解決！～ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、取引先企業（関西圏のメーカー、以下、対象会社）に対

して、「京銀ネクストファンド」による出資を行い、対象会社の事業承継課題を解決しまし

たのでお知らせいたします。なお、本件は「京銀ネクストファンド」における第１号案件と

なります。 

記

１．本件概要 

京都銀行がグループ会社の京銀リース・キャピタル株式会社（代表取締役 竹中 伸一）と  

２０２１年３月に設立した「京銀Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ ２０２１ファンド投資事業有限責任

組合（略称：京銀ネクストファンド）」が対象会社の全株式を取得しました。 

当行グループは対象会社の社長とともに事業拡大と経営管理体制強化に取り組みます。今

後、外部からの経営人材招聘や、京銀リース・キャピタルからの役職員派遣などによる経営

支援を通じて、対象会社の企業価値向上に努めてまいります。 
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２．本件経緯 

対象会社の社長は後継者に関する課題を抱える中、自社の永続的発展を実現するため、

順調に拡大を続ける業績に即した事業基盤を確立する手段として、Ｍ＆Ａを検討してきま

した。 

法人総合コンサルティング部は、譲渡先の選定にあたり、「京銀ネクストファンド」を

紹介。京都銀行グループの経営支援と事業全般の支援を通じた事業基盤の強化について、

対象会社の社長より賛同を得たことから、京都銀行グループが持つ信用力とネットワーク

の強みを活用できる当該ファンドでの取り組みとなりました。 

３．京都銀行の取組 

当行では、取引先の事業継続や雇用維持、事業発展に際して、円滑な事業承継の支援を

積極的に行っています。近年では、多様化する取引先の課題に、様々な解決策でもってお

応えしております。 

＜ご参考＞ 

京銀ネクストファンドの概要 

 

以 上 

名  称 
京銀 Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ ２０２１ファンド投資事業有限責任組合  

（略称：京銀ネクストファンド） 

目 的 

・円滑な事業承継の支援による、取引先の事業継続や雇用維持、事業発展 

・投資後の経営支援による、取引先の企業価値の向上 

・上記過程における、経営者や経営幹部、専門的な知識を有する人材等の紹

介や雇用支援 

投資対象 当行取引先のうち、後継者不在など事業承継ニーズを有する中小企業等 

出 資 者 
無限責任組合員（GP）：京銀リース・キャピタル株式会社 

有限責任組合員（LP）：株式会社 京都銀行 

ファンド総額 ３０億円 

当行出資額 ２９億７０百万円 

設    立 ２０２１年３月１６日 

存続期間 １０年（ただし、合意により２年間の延長可能） 

京都銀行グループでは、従来から「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動
を行ってまいりました。今後も経営理念のより一層高いレベルでの実践であるSDGs達成に向け、地
域の社会課題の解決に貢献してまいります。なお、関連するプレスリリースにその目標であるSDGs
のアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年9月に国連で採択された、経済・社会・環境のあり方についての2030年までの
世界共通目標。17のゴールと169のターゲットで構成されている。 


